
15

地
域
研
究 JCAS Review

　
巻
　
号

23

1

　本書は、著者（防衛大学校）が2020年3月に大学改革支援・学位授与機構に提出した博士

学位請求論文をもとに上梓された。豊かな台湾研究および東アジア国際政治史研究を支え

る良書の一冊であることは、間違いない。本書に対する書評は、すでに複数存在するため

（池田 2022； 黄 2022； 段 2022； 森 2022； 門間 2022）、ここでは評者の専門領域である中

華圏（大陸中国・香港・台湾）の近現代政治史および近現代思想史の視角から、簡潔に論評す

ることにしたい。

　中華民国史研究ならびに中華人民共和国史研究を政治史や思想史の角度から近現代史

研究として大きく展開しようとする場合、そのような志を抱く地域研究者は、1949年以

降の「正統な中国」をどのように解釈し、どのように表記すればいいのか―国際法の国

家承認と政府承認の話題とも深く関係する―という非常に厄介な問題にまず対処しな

ければならない。実のところ、著者は、この問題に真正面から向き合って（p.274「はじめに」

注1）、本書の目的と内容を分かりやすく読者に提示している。このような真摯な学問的態

度を具体的に説明するためには、たとえ引用が長くなったとしても、下記の一節を抜粋し

ておくことが最も効果的だろう。

　本書は、「中国」の領土の大部分を失いながらも台湾で「正統中国」の原則を掲げ続

ける中華民国政府の指導者たちが、狭まりゆく生存環境のなかで究極の国家目標たる

「中国統一」の実現が不可能であることを認め、その現実を受け入れることで国軍を台

湾の防衛に専念する軍隊へと漸進的に改編させつつ、国軍から大陸反攻の任務を解く

過程を明らかにする。その目的は、中華民国憲法の下に「全中国を代表する正統国家」

という形式を維持している政府が、実効統治する「台湾」のみを統治する政府へと変わ

る転換点と、事実上の独立国として「台湾を統治する中華民国」たる論理を導き出すこ

とにある。国民党が堅持してきた「正統中国国家」の政治構造が台湾のみを統治してい

るという1949年以後の現実に沿ったものに変化したこと（中華民国台湾化）は、紛れも

ない事実である。しかしながら、今日に至るまで、その領域内で「台湾」という国家に

変わることを求めるさまざまな運動があり、中華人民共和国からの統一への圧力があ

り、さらには国際社会から「台湾」と呼ばれることがほとんどになっても、自らの国号

を「中華民国」と称する政治体は、厳しい国際環境のなかでしなやかに存在し続けてい

る。本書の結論を先取りすると、今日に至るまでの過程には、中華民国政府の指導者た

ちが情勢の変化に応じて「中国統一」に関する構想を変容させ、大陸反攻を含む「中国

統一」という究極の国家目標を棚上げし、「台湾を統治する中華民国」であることを受
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け入れる決断があった（p.22）。

　この抜粋箇所は、普通の読者にとっては、難解であろう。本来、中国を国家概念として使

用し、中華民国政府および中華人民共和国政府を中国という国家を統治する政府概念―

ただし、双方がそれぞれを否定し合う関係が現在も続いているため、中華民国政府を主語

とする文脈においては、中華人民共和国政府とは表記できない―として使用できれば、

誰にとっても分かりやすい記述が可能となる。しかし、双方が「正統中国」あるいは「一つ

の中国」をめぐって対立し、さらには、台湾内部に独立を志向する勢力が存在している以

上、書き手の側は、さまざまな政治的立場に配慮しながら、記述をすすめざるを得ない。だ

からこそ、この引用箇所では、中国を「中国」と表記したり、中華民国政府と中華民国を使

い分けたり、さらには台湾と「台湾」を使い分けたりと、さまざまな工夫が施されているわ

けである（中村ほか 2022）。

　ちなみに、著者の真摯な研究姿勢は、中華民国憲法に基づく憲政が1947年に実行され

たことにともなって、中華民国国民政府が1948年に中華民国政府に変わったという一文

にも表されている（p.23）。このような歴史事実を指摘すること（松田 2006； 中村 2017； 

金子 2019； 吉見 2020）は、1947年に施行された中華民国憲法の政治体制とその論理を前

提とする本書においては至極当然のことであろうが、いまだに多くの専門書や概説書―

とりわけ大陸中国の歴史書―が中華民国国民政府が1949年の「中国革命」（中国共産党の

革命）による政権交代まで存在したかのように、つまり、1947年に制度化された中華民国

憲法体制とそれに基づく1948年以来の中華民国政府を歴史から完全に消し去るかのよう

に記述していることを踏まえれば、著者は歴史事実に誠実に向き合っている地域研究者の

一人だと言えよう。

　こうした著者の研究姿勢は、さらに、先行研究との丁寧な対話に基づいて研究目的を導

き出し、その目的を達成するための研究内容を実証的に分析していることにも表されてい

る。著者は、関連する先行研究を精査しながら従来の研究上の到達点と限界点を的確に指

摘するばかりか、この専門領域にも存在する大きな研究潮流―中華民国台湾化―にも

再考を促すかのような “勇敢さ” を持ち合わせている。これまでは中華民国台湾化の「台湾

化」の論理に比重が置かれがちだったが、中華民国台湾化の「中華民国」の論理にもバラン

スよく比重が置かれるべきではないかということを軍事史と国際関係史（米中台関係史）か

ら説得的に論じたことが、本書の研究上の貢献である。しかも、このような作業を史料公

開の厳しい軍事史においておこなったわけである。評者の専門領域である政治史や思想史

においても史料公開が政治的な影響を受けやすいことから―たとえば近現代中国のリ

ベラリズムをめぐる史料公開状況―、この作業がどれほどの困難をともなったのかは容

易に想像できる。新史料でも部分的にしか復元できない歴史事実を、複数の基礎的な史資

料や回想録、さらには著者の独自の人脈を駆使したインタビューなどによって可能な限り

膨らませながら、何とかして全体の輪郭をつかまえようとした作業は、相当な “根気強さ”

を要したと推測される。このような “勇敢さ” と “根気強さ” は、将来の地域研究を担う大学

院生には是非とも見倣って欲しいものである。
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　とはいえ、本書に物足りなさを感じたのも事実である。

　本書は、「今日に至るまでの過程には、中華民国政府の指導者たちが情勢の変化に応じ

て「中国統一」に関する構想を変容させ、大陸反攻を含む「中国統一」という究極の国家目

標を棚上げし、「台湾を統治する中華民国」であることを受け入れる決断があった」との結

論を、次のように詳述している。すなわち、中国大陸の奪還を目指した大陸反攻が1969年

に台湾防衛に重きを置いた「攻守一体」へと変わり、さらに、その「攻守一体」が1991年に

「中国統一」という究極の国家目標を実質的に棚上げにした「守勢防衛」へと変わった、と

（p.258, p.261, p.263）。この詳細な結論に対して異論はないが、このような歴史事実の

特定が今後の台湾研究や東アジア国際政治史研究の発展にどのように寄与するのか、そし

て、大陸中国を対象とする中国研究やその近現代史研究とどのように響き合うのかは不透

明である。やや語弊があるかもしれないが、これだけ良質な内容を含んでいる本書だから

こそ、「1991年以降の台湾をめぐる安全保障」（p.265）という次元を飛び越えて、中華圏

を読解するために必要な新たな視角や論理を積極的に提示しながら、中華圏を対象とする

地域研究者に対して刺激的な活力を注入してもよかったのではないか。もちろん、これは

評者自身にも投げかけられている重たい課題でもある（中村 2018）。おそらく、真摯な学

者は、この種の開拓型研究態度にこそ心を踊らされるのだろう。評者である私も、「あとが

き」で「遠回り」したと述懐する著者とともにこの難題に挑み続けられれば、望外の喜びで

ある。
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